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（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
（
平
成
九
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導

入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
七

十
一
号
。以
下「
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
」と
い
う
。）」

を
「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
）」

に
、「
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
」
を
「
非
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
」
に
、「
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
」」を
「
非
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
」」に
改
め
、「（
石
油
に
対
す
る
依
存
度
の

軽
減
に
特
に
寄
与
す
る
も
の
に
限
る
。）」
を
削
り
、「
石

油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
」を「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
」
に
改
め
る
。

（
電
気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用
に
関

す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

電
気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用

に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
六
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
六
号
中
「
石
油
（
原
油
及
び
揮
発

油
、
重
油
そ
の
他
の
石
油
製
品
を
い
う
。以
下
同
じ
。）」

を
「
化
石
燃
料
（
原
油
、
石
油
ガ
ス
、
可
燃
性
天
然
ガ

ス
及
び
石
炭
並
び
に
こ
れ
ら
か
ら
製
造
さ
れ
る
燃
料

（
そ
の
製
造
に
伴
い
副
次
的
に
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
燃
焼
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。）を
い
う
。）」

に
改
め
る
。

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律

第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
五
条
第
二
項
第
二
号
ニ
中
「
石
油
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
五
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
十
一
条
第
四
号
及

び
第
五
号
」
を
「
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
四

十
五
号
）
第
十
五
条
第
一
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
第
一
号
イ
中
「
可
燃
性
天
然
ガ
ス
及
び
石
炭
の

利
用
の
促
進
又
は
」
を
削
り
、
同
号
ロ
中「（
平
成
十
四

年
法
律
第
百
四
十
五
号
）」を
削
り
、「
石
油
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」を「
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
に
関
す
る

法
律（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
）」に
改
め
る
。

（
調
整
規
定
）

第
十
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
が
独
立
行
政
法
人
通
則

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
条

の
う
ち
、
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
法
附
則
第
十
五
条
第
三
項
の
改
正
規
定

中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
項
中
」
と
あ
る
の
は
「
附
則

第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
十
五
条
第
三
項
中
」
と
し
、

前
条
の
う
ち
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
八
十
五
条

第
三
項
第
一
号
イ
の
改
正
規
定
中
「
可
燃
性
天
然
ガ
ス

及
び
石
炭
の
利
用
の
促
進
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
可
燃

性
天
然
ガ
ス
及
び
石
炭
の
利
用
の
促
進
若
し
く
は
」
と

す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整

備
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
五
条
の
う
ち
、
特
別
会
計

に
関
す
る
法
律
第
八
十
五
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
改
正

規
定
中「「
若
し
く
は
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
「
又
は

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
改
め
、「
又
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

の
使
用
の
合
理
化
及
び
資
源
の
有
効
な
利
用
に
関
す
る

事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
平
成
五
年

法
律
第
十
八
号
）
第
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
（
同

法
第
二
条
第
七
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る

特
定
事
業
活
動
又
は
同
条
第
八
項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号
に
掲
げ
る
特
定
設
備
の
設
置
若
し
く
は
改
善
に
係

る
も
の
に
限
る
。）」
を
削
る
。」と
あ
る
の
は
、「「
又
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
使
用
の
合
理
化
及
び
資
源
の
有
効
な

利
用
に
関
す
る
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置

法
（
平
成
五
年
法
律
第
十
八
号
）
第
十
条
第
一
号
に
掲

げ
る
業
務
（
同
法
第
二
条
第
七
項
第
一
号
か
ら
第
四
号

ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
活
動
又
は
同
条
第
八
項
第
一

号
若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
特
定
設
備
の
設
置
若
し

く
は
改
善
に
係
る
も
の
に
限
る
。）」を
削
る
。」と
す
る
。
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子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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名
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時
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国
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大
臣

河
村

建
夫

法
律
第
七
十
一
号

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
e

第
六
条
）

第
二
章

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
施
策
（
第
七
条
e

第
十
四
条
）

第
三
章

子
ど
も
・
若
者
が
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
支
援
（
第
十
五
条
e

第

二
十
五
条
）

第
四
章

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
本
部
（
第
二
十
六
条
e

第
三
十
三
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
三
十
四
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
子
ど
も
・
若
者
が
次
代
の
社
会
を
担
い
、
そ
の
健
や
か
な
成
長
が
我
が
国
社
会
の
発
展
の
基

礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
日
本
国
憲
法
及
び
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
理
念
に
の
っ
と
り
、

子
ど
も
・
若
者
を
め
ぐ
る
環
境
が
悪
化
し
、
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
上
で
の
困
難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若
者
の
問

題
が
深
刻
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な
育
成
、
子
ど
も
・
若
者
が
社
会
生
活
を
円

滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
支
援
そ
の
他
の
取
組
（
以
下「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
」と
い
う
。）

に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
理
念
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
並
び
に
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
本
部
を
設
置
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、他
の
関
係
法
律
に
よ
る
施
策
と
相
ま
っ
て
、

総
合
的
な
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
の
た
め
の
施
策
（
以
下
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
施
策
」
と
い
う
。）を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
基
本
理
念
）

第
二
条

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

一
人
一
人
の
子
ど
も
・
若
者
が
、
健
や
か
に
成
長
し
、
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
自
覚
し
つ
つ
、
自
立
し
た
個
人

と
し
て
の
自
己
を
確
立
し
、
他
者
と
と
も
に
次
代
の
社
会
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
こ

と
。

二

子
ど
も
・
若
者
に
つ
い
て
、
個
人
と
し
て
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
見
を
十
分
に
尊
重
し
つ
つ
、
そ
の
最
善
の
利
益
を
考
慮
す
る
こ
と
。

三

子
ど
も
・
若
者
が
成
長
す
る
過
程
に
お
い
て
は
、
様
々
な
社
会
的
要
因
が
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
と
り
わ
け
良
好
な
家
庭
的
環
境
で
生
活
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
旨
と
す
る
こ
と
。

四

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に
お
い
て
、
家
庭
、
学
校
、
職
域
、
地
域
そ
の
他
の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け

る
す
べ
て
の
構
成
員
が
、
各
々
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、相
互
に
協
力
し
な
が
ら
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
。
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